
　
　
　

奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
文
作
品
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
情
形
容
詞
の
多
義
の
実
態
に
つ
い
て

�

安　

本　

真　

弓　
　

　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
安
本
真
弓
（
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）
に
お
い
て
、『
日
本
古
典

対
照
分
類
語
彙
表
（
以
下
、『
古
典
分
類
』
と
呼
ぶ
）
を
基
盤
と
し
、
奈
良
・

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
文
作
品
に
お
け
る
感
情
形
容
詞
の
意
味
分
類
項
目
の
設

定
と
シ
ソ
ー
ラ
ス
作
成
を
試
み
た
。
こ
れ
は
、『
古
典
分
類
』
が
現
代
日
本
語

の
シ
ソ
ー
ラ
ス
で
あ
る
『
分
類
語
彙
表
』
の
意
味
分
類
項
目
を
原
則
踏
襲
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
枠
組
み
を
古
代
日
本
語
の
有
様
に
そ
っ
て
再
構
築

し
、
よ
り
目
的
と
す
る
時
代
や
文
体
、
意
味
、
品
詞
に
即
し
た
シ
ソ
ー
ラ
ス

（
意
味
分
類
）
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
安
本
（
二
〇
一
八
）
で
は
、『
分
類
語
彙
表
』
や
『
古
典
分

類
』
と
い
っ
た
汎
時
的
な
シ
ソ
ー
ラ
ス
を
も
と
に
、
感
情
形
容
詞
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
「
相
の
類
」
の
「3.30　

心
」
の
下
位
項
目
と
し
て
示
さ
れ
た
意

味
分
類
項
目
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
形
容
詞
の
意
味
を
精
査
す
る
こ

と
で
、
各
意
味
分
類
項
目
名
の
妥
当
性
な
ど
を
検
討
し
た
。
な
お
、
各
語
の
意

味
の
確
認
に
は
、
主
に
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
や
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二

版
』
な
ど
の
辞
書
を
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
意
味
分
類
項
目
名
の
追

加
・
修
正
・
削
除
を
行
い
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
文
作
品
に
お
け
る

感
情
形
容
詞
と
い
う
研
究
目
的
に
即
し
た
意
味
分
類
項
目
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
該
当
す
る
感
情
形
容
詞
の
実
態
に
即
し
、
古
代
語
に

特
徴
的
な
意
味
で
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
も
れ
て
い
た
も
の
の
追
加
や
、
感

情
形
容
詞
に
限
定
し
た
こ
と
に
よ
る
、
よ
り
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
名
称
へ

の
修
正
、
古
代
語
で
は
該
当
語
が
見
つ
か
ら
な
い
も
の
や
感
情
と
は
言
い
に
く

い
も
の
の
削
除
が
で
き
た
と
い
う
点
で
意
義
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
安
本
（
二
〇
一
八
）
で
設
定
し
た
意

味
分
類
項
目
ご
と
に
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
文
作
品
に
お
い
て
各
項

目
に
該
当
す
る
感
情
形
容
詞
の
一
覧
と
辞
書
的
な
意
味
を
シ
ソ
ー
ラ
ス
と
し
て

示
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
残
さ
れ
た
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
同
一
の
語
が
複
数
の
意
味
を
持

つ
多
義
の
問
題
が
あ
る
。
安
本
（
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）
で
も
、
多
義
に
関

し
て
、
語
の
複
数
の
意
味
を
ど
の
程
度
認
定
す
る
の
か
、
認
定
し
た
多
義
を
ど

の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
の
う
え
で
安
本
（
二
〇
一
八
）
で
は
、
多
義
語
は
、『
古
典
分
類
』
の
項
目

ご
と
に
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
語
の
意
味
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
『
角
川

古
語
大
辞
典
』
や
『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
な
ど
の
辞
書
の
記
述
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
し
、
多
義
の
ど
の
意
味
が
ど
の
項
目
に
該
当
す
る
の
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か
を
推
測
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
多

義
語
の
複
数
の
意
味
の
認
定
と
そ
の
処
理
の
仕
方
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
で
、

意
味
分
類
項
目
ご
と
に
該
当
す
る
語
や
ど
の
意
味
が
当
て
は
ま
る
の
か
と
い
う

多
義
語
の
複
数
の
意
味
の
認
定
結
果
を
シ
ソ
ー
ラ
ス
と
し
て
示
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
多
義
の
問
題
は
簡
単
に
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
安
本
（
二
〇

一
八
・
二
〇
二
〇
）
で
は
、「
感
情
」
と
い
う
意
味
の
中
に
お
け
る
多
義
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
が
、「
感
情
」
に
加
え
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
持
つ
多
義

語
を
対
象
と
し
、
そ
の
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
て
い

な
い
。
し
か
し
、『
古
典
分
類
』
が
掲
載
す
る
感
情
形
容
詞
の
中
に
は
、
複
数

の
意
味
分
類
項
目
が
示
さ
れ
た
多
義
で
あ
る
語
も
多
く
、
そ
の
中
に
は
、「3.30　

心
」
以
外
の
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
り
「
感
情
」
と
そ
れ

以
外
の
意
味
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
多
義
語
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
感
情
形
容
詞
を
対
象
と
し
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
有
様
や
そ

の
特
徴
、「
感
情
」
に
加
え
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
持
つ
多
義
の
あ
り
方
、

感
情
形
容
詞
が
併
せ
持
つ
そ
の
他
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

二　

安
本
（
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）
で
の
分
析
の
観
点
に
つ
い
て

　

ま
た
、
安
本
（
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ソ
ー
ラ
ス

作
成
の
過
程
で
、
多
義
に
加
え
、「
感
情
」
と
い
う
こ
と
の
内
実
に
つ
い
て
も
、

以
下
の
⑴
～
⑶
の
三
つ
の
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
⑵
は
安
本

（
二
〇
一
八
）
で
も
言
及
し
て
い
る
観
点
だ
が
、
⑴
⑶
は
基
本
的
に
安
本
（
二

〇
二
〇
）
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

⑴
「
感
情
」
と
は
、
感
情
の
持
ち
主
（
以
下
、
感
情
主
と
す
る
）
が
あ
る
対

象
（
出
来
事
な
ど
も
含
む
）
に
接
し
、
そ
の
有
様
に
触
発
さ
れ
た
結
果
、
そ
の

対
象
に
対
し
て
抱
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
感
情
を
生
じ
さ

せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
何
ら
か
の
対
象
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
感

情
を
抱
く
誘
因
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
感
情
」
は
、
感
情
を
抱
く
誘
因

で
あ
る
対
象
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
形
容
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た

対
象
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
か
ら
、
大
き
く
二
種
類
に
区
分
で
き
る
と
考
え

た
。
一
つ
目
の
区
分
は
、
Ⓐ
出
来
事
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
喜
怒
哀
楽
の
よ

う
な
、
感
情
主
の
あ
る
瞬
間
の
自
発
的
で
主
観
的
な
「
感
情
」
で
あ
り
、
対
象

を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
も
の
。
二
つ
目
は
、
Ⓑ
感
情
主
の
主
観
的
な

「
感
情
」
に
基
づ
く
が
、
対
象
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
形
容
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ⓐ
に
は
「
う
れ
し
」
や
「
か
な
し
」、
Ⓑ
に
は
「
こ
の

ま
し
」
や
「
に
く
し
」
が
当
て
は
ま
る
。
な
お
、
Ⓑ
の
対
象
に
対
す
る
形
容
も
、

あ
く
ま
で
も
感
情
主
の
主
観
的
な
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
Ⓐ
Ⓑ
２
種
類
の
「
感
情
」
は
、
抱
い
た
気
持
ち
が
感
情
主
の
主
観
を
基
盤
と

す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
Ⓐ
Ⓑ
の
違
い
は
、
感
情
主
と
対
象
と
の
関
わ
り
方

で
あ
り
、
Ⓐ
は
対
象
が
ど
う
で
あ
る
か
を
感
情
主
が
形
容
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
対
象
は
あ
く
ま
で
も
感
情
の
誘
因
に
す
ぎ
な
い
が
、
Ⓑ
は
対
象
（
人
物
で

あ
る
こ
と
が
多
い
）
が
ど
の
よ
う
な
様
で
あ
る
か
を
感
情
主
が
主
観
的
に
判
断

し
形
容
す
る
と
い
っ
た
側
面
も
含
ま
れ
て
い
る
。
従
来
よ
り
形
容
詞
の
意
味
分

類
の
種
類
と
し
て
「
感
情
」
と
「
評
価
」
と
い
っ
た
区
分
が
認
め
ら
れ
て
い
る

が
、
他
者
の
性
状
を
表
す
と
い
う
「
評
価
」
に
近
い
側
面
が
あ
れ
ば
Ⓑ
に
な
る
。

　

⑵
さ
ら
に
、
意
味
分
類
項
目
の
内
容
を
検
討
す
る
際
に
、
快
・
不
快
の
よ
う

な
「
感
情
」
の
あ
り
方
を
「
プ
ラ
ス
」「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
対
に
な
る
概
念

と
し
て
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
説
明
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で

各
「
感
情
」
が
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
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に
つ
い
て
も
、
⑴
の
Ⓐ
Ⓑ
ご
と
に
説
明
し
て
い
る
。
加
え
て
、
安
本
（
二
〇
一

八
）
か
ら
一
貫
し
て
、「
感
情
」
は
で
き
る
限
り
対
と
し
て
考
え
る
べ
き
だ
と

判
断
し
、
意
味
分
類
項
目
ご
と
に
「
気
楽
」
と
「
遠
慮
」、「
期
待
」
と
「
失
望
」

な
ど
、
対
に
な
る
「
プ
ラ
ス
」「
マ
イ
ナ
ス
」
の
概
念
の
有
無
を
考
慮
し
、
対

が
設
定
で
き
る
場
合
は
可
能
な
限
り
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

Ⓐ
で
の
「
プ
ラ
ス
」
の
感
情
と
は
、
感
情
主
が
「
嬉
し
い
」
や
「
楽
し
い
」

な
ど
の
心
地
よ
い
感
情
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
一
方
の
「
マ
イ
ナ
ス
」
は
、
感

情
主
が
「
つ
ら
い
」
や
「
怖
い
」
な
ど
の
不
快
で
嫌
な
感
情
を
抱
く
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
Ⓑ
は
、
対
象
を
強
く
意
識
し
、
対
象
の
有
様
の
形
容
を
行
っ
て
い
る

感
情
で
あ
る
た
め
、
こ
の
場
合
は
対
象
に
対
す
る
感
情
が
好
ま
し
い
か
否
か
と

い
っ
た
観
点
か
ら
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
を
判
断
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

感
情
主
が
対
象
の
態
度
や
有
様
に
好
印
象
を
抱
い
た
場
合
が
「
プ
ラ
ス
」、
対

象
に
嫌
悪
感
な
ど
を
持
っ
た
場
合
が
「
マ
イ
ナ
ス
」
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

基
本
的
に
は
一
般
的
な
「
感
情
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
「
プ
ラ
ス
」
と

「
マ
イ
ナ
ス
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」

に
振
り
分
け
る
基
準
が
分
か
り
に
く
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
安

本
（
二
〇
二
〇
）
で
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同
一
の
語
や
同
一
名
称
の
意
味
分

類
項
目
が
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
両
方
を
持
つ
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、

対
に
な
る
感
情
と
の
関
係
か
ら
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
ど
ち
ら
で
あ

る
の
か
を
考
え
た
も
の
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
る
。

　

⑶
ま
た
、
以
上
の
「
感
情
」
に
お
け
る
⑴
主
観
性
と
対
象
、
⑵
「
プ
ラ
ス
」

と
「
マ
イ
ナ
ス
」
に
加
え
、「
感
覚
形
容
詞
」
と
「
感
情
形
容
詞
」
の
観
点
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
各
「
感
情
」
が
ど
の
よ
う
な
類
似
関
係
に
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
異
な
る
の
か
と
い
う
各
意
味
分
類
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
Ⓐ
Ⓑ
ご
と
に
整

理
し
た
。
た
だ
し
、
Ⓐ
と
Ⓑ
に
厳
密
に
区
分
し
に
く
い
も
の
も
あ
る
が
、
安
本

（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
原
則
『
古
典
分
類
』
の
同
一
の
分
類
番
号
（「3.30　

心
」

の
下
位
項
目
）
は
Ⓐ
と
Ⓑ
に
分
断
さ
せ
ず
（「3.3041

」「3.3042

」
の
み
例
外
）、

ま
た
対
に
な
る
感
情
の
有
様
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
相
対
的
に
Ⓑ
の
要
素

が
強
い
も
の
は
Ⓑ
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
Ⓐ
Ⓑ
ご
と
に
類
似
す
る
感
情
を
ま
と
め
、
そ
の
整
理
し
た
区
分
ご
と

に
、「
感
情
」
の
内
容
と
「
プ
ラ
ス
」「
マ
イ
ナ
ス
」
別
の
該
当
す
る
意
味
分
類

項
目
、
対
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
表
１
で
は
、
対
に
な
っ

て
い
る
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
の
「
感
情
」
は
□
で
囲
っ
て
示
し
て
い
る
。

表
１　

類
似
す
る
感
情
ご
と
の
「
感
情
」
内
容
と
該
当
す
る
意
味
分
類
項
目

Ⓐ
【
感
覚
形
容
詞
】　

　
　

身
体
感
覚
を
伴
う
も
の
や
疲
労
感
、
睡
眠
に
対
す
る
欲
求
を
表
す
も
の

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─　

 

な
し

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
感
覚
」「
疲
労
」「
睡
眠
」

　

 

【
感
情
形
容
詞
】

　
　

⒜
と
っ
さ
の
事
態
に
対
し
て
、
感
嘆
し
た
り
、
驚
い
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
感
嘆
」、
「
驚
愕
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
感
嘆
」、
「
驚
愕
」

　
　

⒝�

直
面
し
た
事
態
に
対
し
、
快
さ
や
喜
び
、
満
足
感
を
感
じ
た
り
、
気
に
い
ら
な

い
、
も
の
足
り
な
い
、
苦
し
い
、
悲
し
い
、
つ
ら
い
な
ど
と
思
っ
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
快
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
不
快
」

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
喜
び
」（「
満
足
」）

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
憂
い
」（「
不
満
足
」「
苦
悩
」「
悲
哀
」「
心
痛
」）

　
　

⒞�

自
分
の
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た
り
、
期
待
し
た
り
、
恥
だ
と
感
じ
た
り
、
失
望
し

た
り
す
る
感
情
。
ま
た
、
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
や
実
行
し
た
い
行
動
を
表
す

感
情
。
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「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
誇
り
」、
「
期
待
」、
「
欲
望
」、「
好
奇
心
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
恥
」、　

 

「
失
望
」

　
　

⒟�
事
態
や
対
象
に
対
し
、
安
心
だ
、
気
楽
だ
と
思
っ
た
り
、
気
が
か
り
だ
、
気
が
引

け
る
、
悔
し
い
、
落
ち
着
か
な
い
、
さ
び
し
い
な
ど
と
思
っ
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
安
心
」、
「
気
楽
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
不
安
」、
「
遠
慮
」、
「
悔
恨
」、「
焦
燥
」、「
寂
寥
」

　
　

⒠�

対
象
が
そ
の
価
値
に
ふ
さ
わ
し
い
扱
い
方
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、

も
っ
た
い
な
く
思
っ
た
り
、
対
象
の
ね
う
ち
が
い
か
さ
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に

思
っ
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
も
っ
た
い
な
い
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
惜
し
い
」　

　
　

⒡
対
象
に
対
し
、
お
そ
れ
敬
う
気
持
ち
や
恐
ろ
し
さ
、
怒
り
を
感
じ
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
畏
怖
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
恐
怖
」、
「
怒
り
」

Ⓑ
【
感
情
形
容
詞
】

　
　

⒢�

対
象
に
対
し
、
好
ま
し
さ
や
い
と
し
さ
、
同
情
や
憧
れ
の
気
持
ち
を
抱
い
た
り
、

い
と
わ
し
さ
や
憎
さ
、
軽
ん
じ
る
気
持
ち
や
妬
ま
し
さ
を
抱
い
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
好
感
」、
「
愛
情
」、
「
同
情
」、
「
羨
望
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
嫌
悪
」、
「
憎
悪
」、
「
軽
蔑
」、
「
嫉
妬
」

　
　

⒣�

対
象
に
対
し
、
す
ぐ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
り
、
感
謝
の
気
持
ち
や
心
強
さ
を
感
じ

た
り
、
恐
れ
つ
つ
し
む
べ
き
だ
と
思
っ
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
敬
意
」、
「
感
謝
」、「
信
頼
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
恐
縮
」

　
　

⒤�

対
象
の
珍
し
さ
に
心
が
惹
か
れ
た
り
、
神
秘
的
だ
と
思
っ
た
り
、
風
変
わ
り
で
あ

る
、
い
ぶ
か
し
い
と
思
っ
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─ 　
「
稀
有
」、
「
不
思
議
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
稀
有
」、
「
不
審
」

　
　

⒥�

対
象
の
好
ま
し
い
側
面
を
見
つ
け
た
り
、
そ
れ
を
褒
め
た
た
え
た
り
、
好
ま
し
く

な
い
側
面
を
見
つ
け
た
り
、
そ
れ
を
批
判
し
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─　

 

「
判
断
」、
「
高
評
価
（
賞
嘆
）」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
判
断
」、
「
低
評
価
」

　
　

⒦�

対
象
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
様
、
信
念
を
持
っ
て
い
る
様
、
労
を
惜
し
ま
な
い
様

を
感
じ
た
り
、
反
省
し
て
い
る
様
、
耐
え
難
く
思
っ
て
い
る
様
を
感
じ
た
り
す
る

感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─　

 

「
自
信
」、
「
信
念
」、「
努
力
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
反
省
」、
「
耐
え
難
い
」

　
　

⒧�

対
象
の
性
質
や
一
時
的
な
状
態
、
日
ご
ろ
の
行
い
を
好
ま
し
く
思
っ
た
り
、
態
度

を
好
ま
し
く
思
っ
た
り
、
逆
に
好
ま
し
く
な
い
と
思
っ
た
り
す
る
感
情

　
　
　
「
プ
ラ
ス
」
─　

 

「
他
者
の
心
（
性
状
）」、
「
態
度
」

　
　
　
「
マ
イ
ナ
ス
」
─
「
他
者
の
心
（
性
状
）」、
「
態
度
」

　
　
　

三　

 

安
本
（
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）
で
対
象
と
し
た
感
情
形
容
詞
の

多
義
の
状
況

　

以
上
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
安
本
（
二
〇
一
八
）
で
は
、『
古
典
分
類
』「
相

の
類
」
の
「3.30　

心
」
の
項
目
に
掲
載
さ
れ
、
感
情
形
容
詞
で
あ
る
と
認
定

し
た
二
九
二
語
と
筆
者
が
追
加
し
た
感
情
形
容
詞
四
〇
語
の
計
三
三
二
語
の
奈

良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
文
作
品
に
お
け
る
感
情
形
容
詞
を
対
象
と
し
た
意

味
分
類
項
目
を
設
定
し
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
各
項
目
ご
と
に
該
当
す

る
感
情
形
容
詞
と
そ
の
意
味
を
示
し
た
シ
ソ
ー
ラ
ス
を
作
成
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
安
本
（
二
〇
一
八
・
二
〇
二
〇
）
で
対
象
と
し
た
感
情
形

容
詞
が
ど
の
程
度
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
多
義

と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
か
を
、『
古
典
分
類
』
で
示
さ
れ
た
各
語
の
意
味
分

類
の
あ
り
方
を
も
と
に
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
安
本
（
二
〇
一
八
）
で
筆
者
が

追
加
し
た
感
情
形
容
詞
四
〇
語
の
う
ち
、
二
九
語
は
『
古
典
分
類
』
に
掲
載
さ
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れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
二
九
語
は
対
象
外
と
す
る
。
つ

ま
り
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
語
は
、
異
な
り
語
数
に
お
い
て
三
〇
三
語
に
な

る
。

　

ま
ず
、
こ
の
三
〇
三
語
に
お
い
て
、『
古
典
分
類
』
が
ど
の
意
味
分
類
項
目

に
該
当
す
る
と
示
し
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
す
る
と
、
三
〇
三
語
の
う
ち

の
二
〇
八
語
（
約
六
九
％
）
は
、『
古
典
分
類
』「
相
の
類
」
の
「3.3　

精
神

及
び
行
為
」
の
「3.30　

心
」
の
項
目
の
み
に
示
さ
れ
て
い
た
（
た
だ
し
中
に

は
、「3.30　

心
」
の
中
で
複
数
の
項
目
に
示
さ
れ
て
い
る
語
も
あ
る
）。
つ
ま

り
、
こ
の
二
〇
八
語
は
基
本
的
に
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
形
容
詞
を
五
十
音
順
に
示
す
と
、
表
２
に
な
る
。

表
２　

 『
古
典
分
類
』「
相
の
類
」
の
「3.30　

心
」
に
だ
け
示
さ
れ
た
「
感
情
」

の
意
味
の
み
を
持
つ
語

あ
か
ら
し
、
あ
き
た
し
、
あ
づ
き
な
し
、
あ
ま
え
い
た
し
、
あ
や
な
し
、
あ
り
が
ほ
し
、

い
き
う
し
、
い
ぎ
た
な
し
、
い
き
づ
か
し
、
い
き
づ
く
し
、
い
さ
ま
し
、
い
そ
し
、
い

た
づ
が
は
し
、
い
た
は
し
（
痛
）、
い
た
ぶ
ら
し
、
い
た
ま
し
、
い
と
は
し
、
い
と
ほ
し
、

い
ね
ぶ
た
し
、
い
ぶ
か
し
、
い
へ
ご
ひ
し
、
い
ま
は
し
、
い
ら
れ
が
ま
し
、
う
し
、
う
し

ろ
め
た
し
、
う
し
ろ
め
た
な
し
、
う
た
が
は
し
、
う
た
て
し
、
う
た
て
し
（
シ
ク
活
）、

う
つ
し
、
う
と
ま
し
、
う
ら
が
な
し
、
う
ら
ご
ひ
し
、
う
ら
さ
び
し
、
う
ら
め
し
、
う

ら
も
と
な
し
、
う
ら
や
ま
し
、
う
れ
し
、
う
れ
た
し
、
う
れ
は
し
、
お
き
う
し
、
お
だ

し
、
お
ぼ
つ
か
な
し
、
お
ぼ
め
か
し
、
お
ほ
や
け
は
ら
だ
た
し
、
お
も
は
し
、
お
も
ば
ゆ

し
、
お
も
ひ
が
な
し
、
お
も
ひ
ぐ
る
し
、
お
も
ひ
な
や
ま
し
、
お
も
ほ
し
、
か
が
や
か

し
、
か
け
か
け
し
、
か
た
く
る
し
、
か
た
じ
け
な
し
、
か
た
は
ら
い
た
し
、
か
な
し
、
か

は
ゆ
し
、
か
ひ
が
ひ
し
、
か
へ
ま
う
し
、
か
へ
り
う
し
、
か
ゆ
し
、
き
き
ぐ
る
し
、
き
き

よ
し
、
き
ほ
し
、
く
し
い
た
し
、
く
す
し
、
く
す
ば
し
、
く
だ
く
だ
し
、
く
つ
ろ
ぎ
が
ま

し
、
く
ふ
し
、
く
や
し
、
く
ん
じ
い
た
し
、
け
う
と
し
、
け
お
そ
ろ
し
、
け
ぎ
よ
し
、
け

し
き
ば
ま
し
、
け
す
さ
ま
じ
、
け
な
つ
か
し
、
け
に
く
し
、
け
ぶ
た
し
、
け
む
つ
か
し
、

こ
こ
ろ
が
な
し
、
こ
こ
ろ
ぐ
し
、
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
、
こ
こ
ろ
づ
よ
し
、
こ
こ
ろ
ぼ
そ
し
、

こ
こ
ろ
も
と
な
し
、
こ
た
へ
ま
う
し
、
こ
と
ま
ぜ
ま
う
し
、
こ
の
ま
し
、
こ
ひ
し
、
こ
ふ

し
、
こ
ほ
し
、
さ
う
ざ
う
し
、
さ
び
し
、
さ
ぶ
し
、
し
た
は
し
、
し
た
や
す
し
、
し
た
ゑ

ま
し
、
し
ふ
ね
し
、
し
ら
じ
ら
し
、
し
り
ひ
か
し
、
し
る
し
、
す
か
な
し
、
す
ぎ
う
し
、

す
ず
ろ
は
し
、
そ
ね
ま
し
、
そ
ら
お
そ
ろ
し
、
そ
ら
は
づ
か
し
、
た
づ
が
な
し
、
た
づ
た

づ
し
、
つ
つ
ま
し
、
つ
な
し
に
く
し
、
つ
ぶ
ら
は
し
、
つ
べ
た
ま
し
、
つ
ら
し
、
と
こ
な

つ
か
し
、
な
げ
か
し
、
な
ま
い
と
ほ
し
、
な
ま
い
ど
ま
し
、
な
ま
う
し
ろ
め
た
し
、
な
ま

う
ら
め
し
、
な
ま
お
そ
ろ
し
、
な
ま
か
た
は
ら
い
た
し
、
な
ま
く
ち
を
し
、
な
ま
く
る

し
、
な
ま
け
や
け
し
、
な
ま
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
、
な
ま
す
さ
ま
し
、
な
ま
に
く
し
、
な
ま
ね

た
し
、
な
ま
は
し
た
な
し
、
な
ま
は
ら
だ
た
し
、
な
ま
ま
ば
ゆ
し
、
な
ま
む
つ
か
し
、
な

ま
め
ざ
ま
し
、
な
ま
も
の
う
し
、
な
ま
や
す
し
、
な
ま
わ
づ
ら
は
し
、
な
み
だ
ぐ
ま
し
、

に
が
に
が
し
、
に
く
し
、
に
つ
く
し
、
ね
が
は
し
、
ね
た
し
、
ね
つ
た
し
、
ね
ぶ
た
し
、

は
し
、
は
ぢ
が
ま
し
、
は
ら
だ
た
し
、
ふ
く
つ
け
し
、
ほ
け
ほ
け
し
、
ほ
こ
ら
し
、
ほ

し
、
ほ
れ
ぼ
れ
し
、
ま
う
ら
が
な
し
、
ま
か
な
し
、
み
え
ぐ
る
し
、
み
が
ほ
し
、
み
せ
ま

う
し
、
み
ち
み
ち
し
、
み
ほ
し
、
み
ま
う
し
、
み
や
う
も
ん
ぐ
る
し
、
む
が
し
、
む
く
む

く
し
、
め
ぐ
し
、
も
ど
か
し
、
も
の
う
し
、
も
の
う
ら
め
し
、
も
の
う
る
は
し
、
も
の
お

そ
ろ
し
、
も
の
お
も
し
ろ
し
、
も
の
お
も
は
し
、
も
の
が
な
し
、
も
の
く
る
は
し
、
も
の

ぐ
る
ほ
し
、
も
の
こ
こ
ろ
ぼ
そ
し
、
も
の
こ
の
ま
し
、
も
の
さ
び
し
、
も
の
し
、
も
の
す

さ
ま
し
、
も
の
た
の
も
し
、
も
の
つ
つ
ま
し
、
も
の
な
げ
か
し
、
も
の
は
か
ば
か
し
、
も

の
は
づ
か
し
、
も
の
む
つ
か
し
、
も
の
ゆ
か
し
、
も
の
わ
び
し
、
も
の
を
か
し
、
や
す
け

な
し
、
や
ま
し
、
や
や
ま
し
、
ゆ
か
し
、
よ
ろ
こ
ば
し
、
ら
う
た
し
、
わ
ざ
と
が
ま
し
、

わ
ざ
と
な
し
、
わ
ざ
と
め
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
し
、
わ
れ
た
け
し
、
ゑ
ま
し
、
ゑ
ま
は
し
、

を
こ
が
ま
し
、
を
し
、
を
し
け
し
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三
ー
一　
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
特
徴

　

で
は
、
こ
の
表
２
の
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
に
何
か
特
徴
は
見
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
次
の
表
３
を
用
い
て
検
討
す
る
。
安
本
（
二

〇
一
八
）
で
示
し
た
意
味
分
類
項
目
ご
と
に
、
各
意
味
分
類
項
目
に
整
理
さ
れ

て
い
る
語
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
類
似
す
る
意
味
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
の

か
、
他
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
な
ど
の
特
徴
や
、
各
意
味
分
類
項
目
に

該
当
す
る
語
の
総
数
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
数
、「
感
情
」
以
外

の
意
味
も
併
せ
持
つ
多
義
の
語
の
数
、
各
意
味
分
類
項
目
の
総
数
に
対
す
る

「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
を
示
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
な

お
、
表
３
は
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
で
示
し
た
語
か
ら
『
古
典

分
類
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
語
を
除
外
し
た
う
え
で
作
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
節
の
⑴
で
述
べ
た
が
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、「
感
情
」
を

Ⓐ
喜
怒
哀
楽
の
よ
う
な
、
感
情
主
の
あ
る
瞬
間
の
自
発
的
で
主
観
的
な
「
感

情
」
で
あ
り
、
対
象
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い
も
の
、
Ⓑ
感
情
主
の
主

観
的
な
「
感
情
」
に
基
づ
く
が
、
対
象
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
形
容
を
行
っ
て

い
る
も
の
の
二
種
類
に
大
別
し
て
お
り
、
加
え
て
感
覚
形
容
詞
も
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
表
３
で
は
、「「
感
情
」
の
種
類
」
を
「
感
覚
形
容
詞
」「
感
情
形
容

詞
Ⓐ
」「
感
情
形
容
詞
Ⓑ
」
の
三
種
類
に
分
け
て
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
は
、
類
似
す
る
感
情
を
表
１
の
よ
う
に
整

理
し
、
感
情
形
容
詞
Ⓐ
を
感
情
主
の
主
観
性
の
強
さ
の
あ
り
方
と
特
定
の
対
象

が
ど
の
程
度
感
情
の
誘
因
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
段
階
的
に
⒜

～
⒡
に
分
け
て
い
る
。
⒜
や
⒝
は
主
観
性
が
高
く
、
特
定
の
対
象
を
強
く
意
識

し
て
い
な
い
も
の
、
⒟
は
対
象
を
意
識
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
場
合

も
あ
る
も
の
、
⒠
や
⒡
は
感
情
の
誘
因
と
し
て
特
定
の
対
象
が
意
識
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
感
情
形
容
詞
Ⓑ
に
つ
い
て
も
、
感
情
主
の
主
観
に
基

づ
い
た
対
象
の
形
容
が
、
よ
り
対
象
の
長
期
的
・
恒
常
的
な
性
質
を
表
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
段
階
的
に
⒢
～
⒧
に
分
け
て
お
り
、
⒢
⒣
は
感
情
主
が

抱
い
た
感
情
に
よ
っ
て
、
そ
の
場
で
の
対
象
の
有
様
が
推
測
で
き
る
も
の
、
⒦

や
⒧
は
長
期
的
な
対
象
の
性
質
で
あ
る
と
感
情
主
が
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
も
、
表
３
で
は
「
類
似
す
る
感
情
の
ま
と
ま
り
」
と
し
て
示
し

て
い
る
。

　

加
え
て
表
３
で
は
、「
意
味
分
類
項
目
」
に
お
い
て
、「
マ
イ
ナ
ス
」
の
感
情

で
あ
る
項
目
名
は
白
字
で
示
し
、「
プ
ラ
ス
」
の
感
情
と
区
別
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　

ま
た
表
３
で
は
、
最
後
に
「
合
計
（
延
べ
語
数
）」
を
示
し
て
い
る
が
、
多

義
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
複
数
の
意
味
分
類
項
目
に
配
置
さ
れ
た
語
も
あ
る
た

め
、
各
意
味
分
類
項
目
に
該
当
す
る
語
の
合
計
数
（
延
べ
語
数
）
は
三
七
九
語

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
合
計
数
（
延

べ
語
数
）
は
二
三
九
語
、
多
義
の
語
の
合
計
数
（
延
べ
語
数
）
は
一
四
〇
語
で

あ
る
。

　

こ
の
表
３
を
も
と
に
、
意
味
分
類
項
目
ご
と
の
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持

つ
語
や
多
義
の
語
の
あ
り
方
を
見
る
。
ま
ず
、
表
３
の
各
意
味
分
類
項
目
の
総

数
に
対
す
る
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
に
注
目
す
る
。
先
に
述

べ
た
通
り
、
感
情
形
容
詞
三
〇
三
語
中
の
二
〇
八
語
、
約
六
九
％
の
語
（
表
２

参
照
）
が
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
た
め
（
た
だ
し
、
表
３
の
合
計
（
延

べ
語
数
）
で
は
、
全
体
の
二
三
九
語
、
約
六
三
％
の
割
合
の
語
が
「
感
情
」
の

意
味
の
み
を
持
つ
語
に
な
る
）、
表
３
で
は
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語

の
割
合
が
七
〇
％
を
超
え
る
意
味
分
類
項
目
の
割
合
の
部
分
に
網
掛
け
を
施
し

て
い
る
。

　

こ
の
網
掛
け
が
付
さ
れ
た
割
合
が
高
い
も
の
（
七
〇
％
以
上
）
を
見
る
と
、
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表３　 奈良・平安・鎌倉時代の和文作品における、各意味分類項目ごとの「感情」の意味のみを
持つ語、多義の語のあり方

「感情」
の種類

類似す
る感情
のまと
まり

【分類番号】 【意味分類項目】 【特徴】

各意味
分類項
目に該
当する
語

（総数）

「感情」
の意味
のみを
持つ語

多義の
語　　

総数に対する「感情」の
意味のみを持つ語の割合

感覚形容詞

3.3001  感覚 身体感覚を伴うもの
「感覚形容詞」に該当 5 2 3 40％

56％3.3003  疲労 疲労感。
「感覚形容詞」に該当 1 0 1 0％

3.3003  睡眠 睡眠に対する欲求。
「感覚形容詞」に該当 3 3 0 100％

感
情
形
容
詞
Ⓐ

（a）
3.3002  驚愕 好ましいことに接し、意外であると驚く気持

ち 1 0 1 0％
33％

67％

3.3002  驚愕 驚きあきれる、ひやひやする気持ち 2 1 1 50％

（b）

3.3011  快 視覚や聴覚などの身体感覚を通じ感じる快さ、
清潔感から感じる快さ 9 4 5 44％

66％

3.3011  不快 気に入らない、興ざめである気持ち 11 7 4 64％
3.3011  喜び 喜び、満足な気持ち 6 4 2 67％

3.3011  憂い 具体的な語としては、「3.3014　苦悩・悲哀・
心痛」が当てはまる 1 0 1 0％

3.3013  不満足 思い通りにならなくて、不満やもの足りなさ
などが感じられる気持ち 9 4 5 44％

3.3014  苦悩
対処するのに困難なことがあり、苦しみ、悩
むこと。面倒に思うこと。悩みによって、身
体的にも不都合が生じている場合がある

23 12 11 52％

3.3014  悲哀 嘆かわしく、悲しい気持ち 14 13 1 93％

3.3014  心痛

つらく、気がふさぐ気持ち。あるいは、何か
行動を起こすのがつらい心情。

「不満足」や「苦悩」「悲哀」との違いは、「不
満足」は思い通りにならなくて、不満やもの
足りなさなどが感じられる様、「苦悩」は何か
対処に困ることがある様、「悲哀」は嘆いたり、
ため息が出るような様、「心痛」は気がふさい
だり、何か行動を起こすのがつらい様といっ
たような観点で区別した。しかし、必ずしも
厳密に分けられるわけではない

32 25 7 78％

（c）

3.3041  誇り 光栄、名誉に思う気持ち 2 1 1 50％

71％

3.3041  恥 恥ずかしく、きまりが悪い気持ち 20 14 6 70％
3.3042  期待 そうありたいと思う気持ち 4 3 1 75％

3.3042  失望
対象のあり方を見て、好ましく感じず、残念
に思う気持ち。「悔恨」と似ているが、「悔恨」
が自己の行為などを悔いているのに対し、「失
望」は対象の有様にがっかりしている

4 1 3 25％

3.3042  欲望 〇〇したいという欲望 2 2 0 100％

3.3042  好奇心 人間の五感（視・聴・嗅・味・触）を使って
行動をしたいという気持ち 6 6 0 100％

（d）

3.3013  安心 安心、心丈夫、心おだやかな気持ち 11 6 5 55％

69％

3.3013  不安 気がかりだ、落ち着かない、心おだやかでな
い気持ち 18 14 4 78％

3.3041  気楽 遠慮しないでよい気持ち 1 0 1 0％

3.3041  遠慮
気が引ける心情。『古典分類』で挙げられた全
ての語が「恥」の意味も持つが、違いは「遠慮」
は特定の対象を意識し、それと自分を比較し
て気がねしていること。「恥」は感情主が対象
と自分を比較する意識が相対的に低い

6 3 3 50％

3.3012  悔恨 「悔恨」という項目名だが、残念だ、がっかり
だという気持ちの語も含まれている 11 8 3 73％

3.3013  焦燥 落ち着かない心持ち 3 2 1 67％

3.3013  寂寥 人の気配がなく心細い、心さびしいという気
持ち 5 5 0 100％

（e）
3.3012  もったいない その価値にふさわしい扱い方をしないでおく

のが残念だ、心ひかれて手ばなしにくい心情 3 2 1 67％
80％

3.3012  惜しい 思うようにならなかったり、物事のねうちが
生かされなかったりするのを残念に思う心情 2 2 0 100％

（f）

3.3012  畏怖 おそれ敬う気持ち 2 0 2 0％

61％3.3012  恐怖 恐ろしい、無気味だ、うす気味悪いという気
持ち 15 10 5 67％

3.3012  怒り しゃくにさわる、腹立たしい気持ち 6 4 2 67％
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「感情」
の種類

類似す
る感情
のまと
まり

【分類番号】 【意味分類項目】 【特徴】

各意味
分類項
目に該
当する
語

（総数）

「感情」
の意味
のみを
持つ語

多義の
語　　

総数に対する「感情」の
意味のみを持つ語の割合

感
情
形
容
詞
Ⓑ

（g）

3.3020  好感 好ましく、親しみやすい気持ち 11 8 3 73％

75％

57％

3.3020  嫌悪
いやだ、いとわしいという気持ち。

「不快」との違いは、「不快」が対象の形容ま
では基本的に含意しないのに対し、「嫌悪」は
対象がそう感じるものであることを表す度合
いが相対的に高い

15 10 5 67％

3.3020  愛情 いとしい、慕わしいという気持ち 19 15 4 79％

3.3020  憎悪 憎いという気持ち 6 6 0 100％

3.3020  同情 気の毒である、ふびんであるという気持ち 7 6 1 86％

3.3020  軽蔑 軽んじる気持ち 4 1 3 25％

3.3020  羨望 自分よりすぐれているものに憧れ、そうあり
たいと願う気持ち 2 1 1 50％

3.3020  嫉妬 自分より恵まれているように見えるものに対
し、妬ましく感じる気持ち 5 5 0 100％

（h）

3.3021  敬意 尊い、すぐれていると感じる気持ち 6 1 5 17％

27％
3.3021  恐縮

高貴なものが、いやしいものに接しているこ
とがもったいなく、恐れつつしむべきである
という気持ち。「畏怖」はおそれ敬う気持ちだ
が、「恐縮」はそのような対象に対し、自分の
身を制する感情を抱くことが特徴

3 1 2 33％

3.3021  感謝 ありがたくうれしい気持ち 1 1 0 100％

3.3021  信頼 心強いという気持ち 1 0 1 0％

（i）

3.3042  稀有 珍しくて心がひかれる気持ち 2 0 2 0％

40％
3.3042  稀有 風変わりだと感じる気持ち 1 0 1 0％

3.3068  不思議 神秘的だと思う気持ち 3 2 1 67％

3.3068  不審 はっきりとつかめない状態をいぶかしく思う
気持ち 4 2 2 50％

（j）

3.3066  判断 対象の好ましい側面を見つける 2 2 0 100％

31％
3.3066  判断 対象の好ましくない側面を見つける 3 1 2 33％

3.3066  高評価（賞嘆） 対象の好ましい側面を褒めたたえている 4 1 3 25％

3.3066  低評価 対象の好ましくない側面を批判している 7 1 6 14％

（k）

3.3041  自信
対象自体は自信をもっており、その点で「プ
ラス」の感情である。しかし、感情主から見
れば、好感は持たれていない

2 1 1 50％

58％

3.3041  反省
感情主が好ましくないと感じると同時に、対
象自身も反省をしており、その点でも「マイ
ナス」の感情である

1 1 0 100％

3.3040  信念
対象自体は信念をもっており、その点で「プ
ラス」の感情である。しかし、「かけかけし②」
や「しふねし」は感情主から見れば、必ずし
も快く感じない場合もありそうである

4 3 1 75％

3.3040  努力 労を惜しまないさまを称える気持ち 2 2 0 100％

3.3040  耐え難い 堪えがたい感じがする気持ち 3 0 3 0％

（l）

3.3000  他者の心（性状）好ましい他者の性質や一時的な状態あるいは
日ごろの有様を表す 2 2 0 100％

43％

3.3000  他者の心（性状）好ましくない他者の性質や一時的な状態ある
いは日ごろの有様を表す 5 1 4 20％

3.3030  態度
他者の態度（言動）についての「プラス」の
形容。安本（2018）からの修正点として、「わ
ざとなし」を「マイナス」から「プラス」に
変更

5 2 3 40％

3.3030  態度 他者の態度（言動）についての「マイナス」
の形容 11 5 6 45％

合計（延べ語数）
379 239 140

100％ 63％ 37％
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そ
の
中
に
は
該
当
す
る
全
て
の
語
が
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
意
味
分
類

項
目
も
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
感
覚
形
容
詞
で
は
「
睡
眠
」、
感
情
形
容
詞

Ⓐ
で
は
「
欲
望
」「
好
奇
心
」「
寂
寥
」「
惜
し
い
」、
感
情
形
容
詞
Ⓑ
で
は
、「
憎

悪
」「
嫉
妬
」「
感
謝
」「
判
断　

プ
ラ
ス
」「
反
省
」「
努
力
」「
他
者
の
心
（
性

状
）　

プ
ラ
ス
」
が
、
一
〇
〇
％
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
項
目
で
あ
る
。

「
判
断
」
と
「
他
者
の
心
（
性
状
）」
は
、
同
一
名
称
で
「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ

ナ
ス
」
の
両
方
の
意
味
分
類
項
目
を
持
つ
が
、
ど
ち
ら
も
「
プ
ラ
ス
」
の
方
だ

け
が
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が
高
い
意
味

分
類
項
目
に
何
か
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
３
の
「
類
似
す
る
感

情
の
ま
と
ま
り
」
ご
と
に
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
を
見
る
と
、

感
情
形
容
詞
Ⓐ
で
は
、
⒝
が
六
六
％
、
⒞
が
七
一
％
、
⒟
が
六
九
％
、
⒠
が
八

〇
％
で
あ
り
、
⒝
か
ら
⒠
に
か
け
て
次
第
に
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が

見
ら
れ
る
（
た
だ
し
、
⒞
→
⒟
は
異
な
る
）。
ま
た
⒝
～
⒠
は
全
て
、
表
３
「
合

計
（
延
べ
語
数
）」
の
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
で
あ
る
六
三
％

よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
平
均
以
上
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
感
情

形
容
詞
Ⓑ
で
は
、
⒢
の
み
が
七
五
％
と
全
体
の
割
合
よ
り
も
高
く
、
そ
の
他
は

二
七
％
か
ら
五
八
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
感
情
形
容
詞
Ⓐ
と
Ⓑ
の
全
体
的
な

「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
を
見
て
も
、
Ⓐ
が
六
七
％
、
Ⓑ
が
五

七
％
と
Ⓐ
の
方
が
高
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
⒢
を
除
く
と
、
感
情
形
容
詞
Ⓑ
よ
り
も
感
情
形
容
詞
Ⓐ

の
方
に
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が
高
い
意
味
分
類
項
目
が

ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
、
特
に
感
情
形
容
詞
Ⓐ
の
⒝
～
⒠
に
お
い
て
、「
感
情
」

の
意
味
の
み
を
持
つ
語
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
点
を
分
析
す
る
と
、
Ⓐ
の
⒝
～
⒠
の
違
い
は
、
対
象
に
対
す
る
意
識
の

あ
り
方
の
差
で
あ
り
、
⒝
は
特
定
の
対
象
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、
⒞
は
自
己
が
念
頭
に
あ
る
も
の
、
⒟
は
対
象
を
意
識
す
る
場
合
も
あ
れ
ば

そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
も
の
、
⒠
は
特
定
の
対
象
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
自
己
や
特
定
の
対
象
を
意
識
し
念
頭
に
お
い
た
も
の
の
方

が
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
二
節
の
⑴
で
述
べ
た
が
、
感
情
形
容
詞
Ⓐ
Ⓑ
は
抱
い
た
気
持
ち
が
感

情
主
の
主
観
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
共
通
す
る
が
、
両
者
は
対
象
が
ど
の
よ
う

な
様
で
あ
る
か
を
感
情
主
が
主
観
的
に
判
断
し
形
容
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で

違
い
が
見
ら
れ
る
。
感
情
形
容
詞
Ⓐ
で
は
、
対
象
は
そ
の
形
容
が
表
さ
れ
る
と

い
う
よ
り
も
、
あ
く
ま
で
も
感
情
の
誘
因
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
感
情
形
容
詞
Ⓑ

で
は
、
対
象
は
強
く
意
識
さ
れ
、
形
容
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
Ⓑ
に
お
い
て
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が

唯
一
高
い
の
が
⒢
で
あ
り
、
こ
れ
は
Ⓑ
の
中
で
最
も
Ⓐ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

⒢
は
対
象
の
形
容
を
表
す
と
言
っ
て
も
、
感
情
主
が
抱
い
た
感
情
に
よ
っ
て
そ

の
場
で
の
対
象
の
有
様
が
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
対
象
の
長
期
的
で
恒
常

的
な
性
質
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
Ⓐ
の
⒝
～
⒠
自
己
や
特
定
の
対
象
を
意
識

し
念
頭
に
お
い
て
い
る
が
対
象
の
形
容
ま
で
は
表
さ
な
い
語
、
も
し
く
は
、
Ⓑ

の
⒢
対
象
の
形
容
を
表
す
に
し
て
も
そ
の
場
で
の
対
象
の
有
様
を
示
す
語
の
方

が
、「
感
情
」
の
意
味
を
持
ち
続
け
、
多
義
に
な
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
意
味
分
類
項
目
に
は
、
対
象
を
意
識
し
、
か
つ
あ

る
瞬
間
の
感
情
を
表
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
己

や
特
定
の
対
象
に
対
し
、
そ
の
場
で
の
瞬
間
的
な
感
情
主
の
心
情
を
表
す
こ
と

に
主
眼
が
置
か
れ
た
も
の
の
方
が
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
ち
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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先
ほ
ど
の
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が
一
〇
〇
％
の
意
味
分

類
項
目
を
再
度
見
て
も
、
感
情
形
容
詞
Ⓐ
で
該
当
す
る
も
の
は
、
⒞
⒟
⒠
に
属

す
意
味
分
類
項
目
で
あ
る
。
た
だ
し
感
情
形
容
詞
Ⓑ
で
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
⒢
以
外
に
も
⒣
と
⒥
～
⒧
に
点
在
し
て
お
り
、
傾
向
が
見
え
に
く
い
。

こ
の
点
は
、
⒢
を
除
く
と
異
な
り
語
数
が
二
以
下
の
意
味
分
類
項
目
で
あ
り
、

こ
の
異
な
り
語
数
の
少
な
さ
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
さ
ら
に

検
討
し
た
い
。

　

次
に
、
感
情
形
容
詞
が
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
持
ち
、
多
義
に
な
っ
て
い

く
過
程
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
ま
ず
、
何
が
「
感
情
」
の
中
心
的
な
意
味
で

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
感
情
形
容
詞
Ⓐ
の
方
が
Ⓑ
よ
り
も
「
感

情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
Ⓐ
の
対
象
の
形
容
を

表
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
「
感
情
」
の
原
義
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
る
と
推
論

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
感
情
」
と
関
連
が
深
い
「
評
価
」
形
容
詞

も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
と
、
感
情
形
容
詞
Ⓐ
の
対
象
の
形
容
を
表
さ
な
い
（
対

象
が
ど
の
よ
う
な
様
で
あ
る
か
ま
で
は
含
意
し
な
い
）
と
い
う
こ
と
が
「
感
情
」

の
本
質
に
最
も
近
く
、
感
情
形
容
詞
Ⓑ
の
あ
る
瞬
間
の
一
時
的
な
対
象
の
有
様

を
示
す
も
の
が
そ
れ
に
続
き
、
そ
の
後
、
感
情
主
が
対
象
の
長
期
的
な
性
質
で

あ
る
と
感
じ
た
こ
と
を
表
す
感
情
形
容
詞
Ⓑ
、
対
象
の
客
観
的
で
恒
常
的
な
性

質
を
表
す
評
価
形
容
詞
へ
と
意
味
の
派
生
が
続
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
原
義
に
近
い
感
情
形
容
詞
Ⓐ
や
感
情
形
容
詞
Ⓑ
の
一
時
的
な
対
象
の
有

様
を
示
す
も
の
が
、「
感
情
」
の
意
味
を
保
持
し
や
す
く
、
多
義
に
な
り
に
く

い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
と
い
う
点
を
、
二
節
の
⑵
「
感

情
」
の
「
プ
ラ
ス
」「
マ
イ
ナ
ス
」
の
側
面
に
注
目
し
て
検
討
す
る
と
、「
プ
ラ
ス
」

で
は
延
べ
語
数
一
二
〇
語
中
の
七
五
語
（
約
六
三
％
）、「
マ
イ
ナ
ス
」
で
は
二

五
九
語
中
の
一
六
四
語
（
約
六
三
％
）
が
「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
に
お
い
て
、「
感
情
」
の
意

味
の
み
を
持
つ
語
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
違
い
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
、「
プ
ラ
ス
」
と
「
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う
側
面
は
、「
感
情
」
の
意
味

の
み
を
持
つ
の
か
、
多
義
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
大
き
な
因
果

関
係
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三
ー
二　

多
義
語
の
特
徴

　

前
節
で
は
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
の
特
徴
に
つ
い
て
見
た
が
、

一
方
で
、
表
２
以
外
の
三
〇
三
語
中
の
九
五
語
は
、
多
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
多
義
語
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
は
、
多

義
の
語
が
ど
の
程
度
意
味
の
種
類
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
九
五

語
の
う
ち
二
語
は
、「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
四
種
類
持
つ
多
義
語
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
三
種
類
持
つ
多
義
語
が
一
〇

語
、「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
二
種
類
持
つ
多
義
語
が
二
八
語
、「
感
情
」
以
外

の
意
味
を
一
種
類
持
つ
多
義
語
が
五
五
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
九
五
語
中
の
四

〇
語
（
四
二
％
）
は
、「
感
情
」
を
含
め
て
三
種
類
以
上
の
意
味
を
持
つ
多
義

語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
九
五
語
は
「
感
情
」
以
外
の
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
古
典
分
類
』
を
も
と
に
、「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
持
つ

多
義
の
語
が
属
す
意
味
分
類
項
目
に
つ
い
て
、
異
な
り
語
数
が
多
い
順
に
示
し

た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。

　

こ
の
表
４
か
ら
、
多
義
語
が
持
つ
「
感
情
」
以
外
の
意
味
の
上
位
と
し
て
、

「
趣
・
調
子
」「
良
不
良
・
適
不
適
」「
程
度
」「
待
遇
・
礼
な
ど
」「
難
易
・
安
危
」

「
美
醜
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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最
も
多
い
「
趣
・
調
子
」
に
つ
い
て
は
、『
古
典
分
類
』
が
こ
の
項
目
で
挙

げ
る
全
一
七
語
の
う
ち
の
一
四
語
が
「
感
情
」
と
共
通
し
て
お
り
、
非
常
に

「
感
情
」
と
近
い
意
味
分
類
項
目
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
番
目
に
多
い
「
良

不
良
・
適
不
適
」
は
、
特
に
「
良
不
良
」
に
お
い
て
「
よ
し
」
や
「
わ
ろ
し
」

な
ど
の
評
価
形
容
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ

た
が
、「
評
価
」
は
「
感
情
」
と
意
味
が
連
続
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

だ
か
ら
こ
そ
「
評
価
」
の
意
味
も
併
せ
持
つ
感
情
形
容
詞
が
多
い
の
で
あ
ろ

う
。
三
番
目
の
「
程
度
」
に
つ
い
て
は
、『
古
典
分
類
』
が
こ
の
項
目
で
挙
げ

て
い
る
全
一
七
語
の
う
ち
の
一
〇
語
が
「
感
情
」
と
共
通
し
て
い
る
。
形
容
詞

の
中
に
程
度
副
詞
に
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、「
感
情
」
に
つ
い
て
も
そ
の
傾
向
が
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
四
番
目
以
降
の
「
待
遇
・
礼
な
ど
」「
難
易
・
安
危
」「
美
醜
」
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
主
体
が
対
象
の
有
様
を
主
観
的
に
判
断
す
る
要
素
が
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
「
感
情
」
と
共
通
す
る
部
分
を
持
ち
、
多
義
と
な
っ

て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
感
情
」
と
そ
れ
以
外
の
意
味
を
併
せ
持
つ
多
義
に
な

り
や
す
い
語
の
特
徴
と
し
て
、
一
つ
に
は
、「
趣
」
や
「
難
易
・
安
危
」「
美
醜
」

の
よ
う
な
、
対
象
の
有
様
に
対
し
、
主
体
が
ど
う
判
断
し
た
の
か
を
表
す
も
の

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、「
感
情
」
が
「
感
情
主

の
主
観
に
基
づ
く
」
こ
と
が
前
提
で
あ
る
よ
う
に
、
個
人
に
よ
っ
て
感
じ
方
に

差
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
「
感
情
」
と
関
わ
り
を
持
ち
や
す
い
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

表４　多義の語が属す意味分類項目

31302（趣・調子） 14
あたらし、いたし、うつくし、おもだたし、か
しこし、くちをし、くるし、すごし、すさま
じ、なまをかし、はづかし、まばゆし、ゆゆ
し、をかし

31332（良不良・適不適）12
あいなし、あし、あぢきなし、おほけなし、け
し、たけし、なつかし、まさなし、めでたし、
ゆたけし、よわし、わるし

31920（程度） 10
あいなし、あさまし、いたし、いらなし、かし
こし、からし、けし、こちたし、ゆゆし、わり
なし

33680（待遇・礼など） 10
あなづらはし、いつくし、うるさし、かたし、
つれなし、つれもなし、はしたなし、めざま
し、ものはしたなし、やさし

31346（難易・安危） 9
あぢきなし、あやふし、ありがたし、かたし、
からし、たへがたし、やすし、わすれがたし、
わりなし

31345（美醜） 7 いぶせし、うつくし、うるはし、はえばえし、みぐるし、むつかし、やさし

33790（貧富） 6 たのし、たのもし、ともし、にぎははし、ゆたけし、わびし

33420（人柄） 5 あはし、いちはやし、うもれいたし、うひうひし、のどけし

33421（才能） 5 あし、おほほし、かしこし、しれじれし、たゆし
31331（特徴） 4 あやし、ありがたし、けし、めづらし
31400（力） 4 すさまじ、たけし、はしたなし、よわし
31915（寒暖） 4 あつかはし、すごし、すさまじ、すずし
33310（人生・禍福） 4 いつくし、いまいまし、まがまがし、ゆゆし
33410（身上） 4 あやし、たふとし、はかばかし、やんごとなし
31230（必然性） 3 あへなし、やんごとなし、わりなし
31910（多少） 3 うすし、かたし、ともし
31911（長短・高低・深浅・
厚薄・遠近） 3 あつし、うすし、けぢかし

33300（文化・歴史・風俗） 3 おもしろし、なまめかし、むくつけし
35710（生理・病気など） 3 なやまし、よわし、わづらはし
31130（異同・類似） 2 おぼし、まぎらはし
31200（存在） 2 はかなし、ものはかなし
33320（労働・作業・休暇） 2 いそがし、まぎらはし
33430（行為・活動） 2 おぞし、たけし
33610（公式・公平） 2 うるはし、はればれし
33710（経済・収支） 2 いたはし（労）、たふとし
35050（味） 2 からし、にがし
35150（気象） 2 のどけし、はればれし
31030（真偽・是非） 1 うるはし
31110（関係） 1 つれもなし
31113（理由・目的・証拠） 1 わりなし
31341（弛緩・粗密・繁簡） 1 わづらはし
31500（作用・変化） 1 つれなし
31510（動き） 1 すがすがし
31520（進行・過程・経由） 1 はかばかし
31584（限定・優劣） 1 はかなし
31600（時間） 1 はかなし
31660（新旧・遅速） 1 うひうひし
31800（形） 1 いらなし
31912（広狭・大小） 1 ゆたけし
31913（速度） 1 いちはやし
33100（言語活動） 1 こちたし
33422（威厳・行儀・品行） 1 おそろし
33500（交わり） 1 むつまし
35010（光） 1 さやけし
35030（音） 1 さやけし
35060（材質） 1 かたし
35600（身体） 1 なまめかし
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二
つ
目
と
し
て
、「
良
不
良
」
の
よ
う
な
評
価
形
容
詞
と
感
情
形
容
詞
と
の

関
わ
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
感
情
」
と
「
評
価
」
の
違
い
は
、「
評
価
」
が
対
象

へ
の
形
容
が
一
個
人
と
し
て
の
判
断
だ
け
で
は
な
く
、
感
情
主
も
含
め
て
一
般

大
衆
が
こ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
大
多
数
の
意
見
と
し
て
表
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、「
感
情
」
は
一
個
人
の
判
断
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
一
個
人
の
判
断
が
多
く
の
人
と
共
通
す
る
（
共
感
を
持
つ
）
も
の
で
あ
っ

た
場
合
、
大
多
数
の
意
見
と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
点

か
ら
「
感
情
」
と
「
評
価
」
を
併
せ
持
つ
多
義
語
が
生
じ
る
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

三
つ
目
は
、「
感
情
」
と
「
程
度
」
の
関
係
で
あ
る
。
例
え
ば
「
わ
り
な
し
」

と
い
う
語
は
「
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い

う
「
苦
悩
」
を
表
す
感
情
の
意
味
を
持
つ
が
、
こ
の
よ
う
な
苦
悩
に
対
し
そ
の

程
度
に
注
目
す
る
と
、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
は
な
は
だ
し
い
」

と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
に
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
多
義
の
あ
り
方
は
、
語
の

中
心
的
な
意
味
と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
周
辺
的
な
意
味
と
し
て
類
型
可
能
な
意

味
変
化
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
よ
り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

四　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
安
本
（
二
〇
二
〇
）
で
作
成
し
た
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代

の
和
文
作
品
に
お
け
る
感
情
形
容
詞
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
に
掲
載
さ
れ
、『
古
典
分

類
』
に
お
い
て
意
味
分
類
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
語
を
対
象
と
し
、
そ
の
多
義

の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
つ
語
が
ど
の
程
度
あ
り
、

そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
程
度
の
感
情
形

容
詞
が
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
併
せ
持
ち
、
ま
た
一
語
が
何
種
類
く
ら
い
の

意
味
を
持
つ
の
か
。「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
併
せ
持
つ
多
義
の
語
が
属
す
意

味
分
類
項
目
や
、
ど
の
よ
う
な
語
が
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
持
つ
多
義
に
な

り
や
す
い
の
か
、
な
ど
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、「
感
情
」
の
意
味
の
み
を
持
ち
や
す
い
も
の
の
特
徴
と
し
て
、「
自

己
や
特
定
の
対
象
を
意
識
し
、
そ
の
場
で
の
感
情
主
の
瞬
間
的
な
心
情
を
表
す

も
の
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
を
本
稿
で
述
べ
た
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
徴
を

持
つ
の
か
と
い
う
点
や
、
多
義
語
の
中
心
的
意
味
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、

多
義
語
に
お
け
る
「
感
情
」
と
「
感
情
」
以
外
の
意
味
を
派
生
さ
せ
る
過
程
の

類
型
化
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
各
語
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
用
例
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
は
用
例
を
見
な
が
ら
、
延
べ
語
数
の
状
況
も
考
慮
し
、「
感
情
」
の
特
徴
の

要
因
や
、
中
心
的
意
味
と
派
生
の
あ
り
方
な
ど
と
い
っ
た
多
義
の
性
質
に
つ
い

て
、
綿
密
に
考
察
し
た
い
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、「
感
情
」
だ
け
で
は
な
く
、
形
容
詞
全
体
の
シ
ソ
ー
ラ
ス
を
完
成

さ
せ
る
た
め
に
は
、「
評
価
」
や
「
状
態
」
な
ど
の
そ
の
他
の
形
容
詞
の
意
味

分
類
項
目
も
設
定
し
、
形
容
詞
全
体
の
整
合
性
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず

は
、
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
和
文
作
品
に
お
け
る
形
容
詞
全
体
の
シ
ソ
ー

ラ
ス
作
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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